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一
、
拾
三
石
六
升
九
合

内
六
石
五
斗
三
升
五
合

六
石
五
斗
三
升
五
合

高
六
拾
六
石
七
斗

一
、
二
拾
九
石
八
斗
一
升
四
合

此

代

銀

一
、
一
貫
二
百
八
拾
三
匁
五
分
三
厘

〆
四
拾
二
石
八
斗
八
升
三
合

右
今
度
被
=
下
置
-
候
。
御
磁
返
米
之
内
を
以
‘
其
方
知
行
高
無
=
粗
一
遼
-

令
=
配
分
-
所
一
如
v
件。

寛

文

拾

一

年

十

二

月

十

五

日

時

速

吉
田
喜
八
郎
殿

自
飴
の
家
士
共
皆
同
様
に
て
‘
此
時
主
家
の
家
旅
減
少
に
随
ひ
、
家

士
一
一
統
も
牧
納
高
減
少
す
と
い
へ
り
。
さ
て
従
来
奮
領
鹿
嶋
郡
田
鶴

演
等
に
在
住
の
人
々
、
抽
坦
々
金
津
へ
送
籍
し
て
、
今
一
宮
ふ
穴
水
町
及

び
北
家
中
荒
屋
敷
等
四
ケ
所
へ
各
移
住
す
と
い
へ
り
。

。
由
説
家
譜
代
家
人

長
氏
は
、
義
組
長
谷
部
信
連
以
来
、
数
百
年
連
綿
せ
し
奮
家
た
り
し

越青森堂加

つ

歩

州形下中

平
均
直
段
一
石
に
付

四
拾
三
匁
五
厘
一
毛
二
味

せ
ら
れ
た
る
御
目
見
之
次
第
左
の
如
し
。

御

家

之

子

一

番

宇

留

地

孫

凶

郎

二

番

阿

岸

新

女

郎

三

番

山

田

十

郎

兵

衛

此
木
・
上
野
、
此
の
雨
入
は
座
敷
論
を
以
不
a
罷
出
-
候
。

郎

等

一

番

闘

左

近

助

二

番

中

村

小

二

郎

三

番

加

藤

紀

三

郎

四

番

・

問

屋

熊

千

代

五

番

闘

奥

三

.

加
藤
系
聞
に
も
、
永
縁
四
年
封
馬
守
様
ね
畠
山
義
則
公
御
成
之
時
.

御
家
子
字
留
地
孫
右
衛
門
・
阿
岸
新
四
郎
・
山
田
十
郎
兵
衛
・
閥
左
近
・

中
村
小
二
郎
・
加
藤
勝
監
・
問
屋
ロ
ロ
井
関
奥
三
、
此
の
八
人
御
目

見
、
雨
家
子
は
、
鹿
論
を
以
て
目
見
無
v
之
と
あ
り
。

。
此
木
長
氏
侮
路

長
谷
部
系
聞
に
、
信
連
二
男
景
信
‘
大
屋
庄
此
木
之
地
頭
。
と
あ
り
。

是
長
家
庶
流
五
家
の
一
家
に
て
、
所
b

謂
家
子
と
稽
す
る
家
柄
の
随
一

也
。
永
秘
四
年
五
月
畠
山
義
則
主
長
線
連
が
邸
へ
来
臨
の
時
、
座
論

金
滞
官
蹟
志
巻
廿
五

八

ゆ
ゑ
、
譜
代
家
士
の
中
に
も
信
連
以
来
の
諸
国
家
あ
り
て
、
共
の
家
格

破
重
注
り
。
此
木
・
上
野
・
字
留
地
・
阿
岸
・
山
問
、
以
上
の
五
家
を
家

子
と
稀
す
。
此
の
五
家
の
始
組
は
、
信
連
の
庶
子
に
て
、
そ
の
か
み

信
蓮
よ
り
能
登
所
領
の
郷
村
を
譲
奥
せ
ら
れ
、
各
共
の
領
地
の
名
を

以
て
解
説
と
す
。
皆
是
長
氏
の
庶
家
友
り
し
ゅ
ゑ
家
。
子
と
稽
し
、

譜
代
家
人
の
上
列
と
た
し
あ
り
し
が
、
明
治
維
新
の
際
郷
村
の
総
説

を
陵
し
、
長
氏
に
改
稿
せ
り
。
次
に
関
・
中
村
・
加
藤
・
問
屋
・
村
井
・
小

林
・
合
同
・
悶
漣
・
浦
野
・
潮
見
、
以
上
の
十
家
を
ぽ
郎
等
の
家
柄
と

す
。
叉
共
の
次
に
吉
田
・
大
田
・
山
本
・
岩
田
・
粟
津
・
模
井
・
小
川
、
以

上
の
七
自
然
を
ば
中
郎
の
家
柄
と
す
。
右
郎
等
・
中
郎
の
家
共
は
‘
信

越
以
来
譜
代
家
人
の
家
筋
に

τ、
数
百
年
来
譜
代
家
と
相
立
て
、
そ

の
分
流
庶
子
の
家
ま
で
も
取
扱
ひ
方
異
に
し
て
、
子
孫
連
綿
せ
し
め

た
り
。
叉
屋
形
衆
と
て
、
宇
野
以
下
十
徐
家
あ
り
。
是
は
昔
能
登
の

領
主
畠
山
家
の
限
近
の
者
な
り
し
が
、
天
E
五
年
畠
山
家
滅
亡
の
後

長
氏
に
随
従
せ
し
家
柄
な
り
。
故
に
此
の
家
柄
の
人
々
を
ぽ
別
議
と

も
呼
ぺ
り
。
年
頭
酒
盃
を
賜
ふ
時
、
家
子
・
郎
等
・
中
郎
と
は
別
に
改

め
て
酒
益
を
賜
ふ
ゆ
ゑ
た
り
。
永
勝
四
年
正
月
島
山
修
理
大
夫
義
則

主
、
長
針
馬
守
線
連
七
尾
の
居
邸
へ
来
臨
あ
り
し
御
成
儀
式
寄
に
載

を
以
て
拝
謁
せ
4
1
と
あ
る
も
.
随
一
の
家
柄
怠
る
ゆ
ゑ
友
ら
ん
か
。

此
木
は
鳳
至
郡
大
屋
庄
南
北
郷
の
邑
名
に
て
、
此
木
村
と

τ今
も
あ
・

り
。
此
の
邑
村
は
、
穴
水
来
迎
寺
所
磁
貞
治
五
年
六
月
廿
五
日
有
海

在
判
穣
紋
に
‘
譲
渡
穴
水
来
迎
寺
田
之
幕
。
合
一
段
者
、
在
所
樟
村

坪
平
野
柴
入
道
名
之
内
也
。
と
見
ね
た
る
様
村
な
り
。
樟
は
、
和
名

抄
に
、
本
草
云
。
釣
樟
一
名
烏
樟
。
和
名
久
沼
木
。
と
見
h
、
本
草

に
、
釣
樟
は
椋
之
小
者
と
も
あ
り

τ、
今
も
く
ぬ
ぎ
と
呼
ぺ
り
。
天

土
庁
ぜ

文
元
年
七
月
諸
橋
六
郷
甫
北
棟
数
注
文
に
、
三
聞
く
ぬ
ぎ
と
載
せ
た

り
。
是
則
ち
鳳
至
郡
南
北
郷
内
な
る
此
木
村
た
り
。
按
4
y
る
に
‘
中

古
に
至
り
‘
樟
村
を
ば
乙
の
き
村
と
呼
び
繰
り
け
る
に
依
っ
て
、
此

木
と
は
書
き
た
る
た
る
べ
し
。
さ
れ
ば
此
木
氏
の
始
楓
も
、
椋
村
の

地
を
所
領
と
友
し
、
此
の
地
の
地
頭
職
た
り
し
故
、
此
木
を
稀
械
と

た
し
た
る
も
の
也
。
さ
て
此
木
長
氏
の
始
胞
は
‘
東
鑑
建
長
三
年
十

一
一
月
廿
六
日
辛
巴
の
僚
に
、
今
日
未
魁
之
及
二
貼
-
而
。
世
上
物
念
也
。

近
江
大
夫
判
官
氏
信
・
武
磁
左
衛
門
尉
景
額
。
生
=
虜
了
行
法
師
・
矢
作

左
衛
門
尉
・
長
次
郎
左
衛
門
尉
久
遠
等
プ
仲
之
聾
有
=
謀
叛
之
企
-
云
々
。

何
諏
方
兵
衛
入
選
第
昌
運
悌
之
承
二
惟
=
問
子
細
↓
大
岡
七
郎
康
有
記
"

飼
.
逆
心
悉
露
顕
云

h

向
。
廿
七
日
壬
午
天
晴
。
被
v
詠
a
謀
叛
之
衆
吋
叉
有
国
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